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元和
二
年 、
土佐漂着イスパ
一、はじめに三
、
土佐へのイスパニア漂新船
三、一冗和二年度の一漂着船
u v
山内家の漂着船対策
ω
漂着船来組員の取扱い
目、おわりこ}::i 
一 、 は
め
じ
近世初到
、日
本とイスバニアとの交渉は
、
一
十九 八
円年(天正
一
一 一
年)にルソン品のマニラからマカオに向っていた船
が
針路を誤
(1
) 
って紡僅し
、
松浦領平
一戸
に入港した
のが最初であ
る
G
それから約
四
O
年後
、
ごハ二五年(究永二年)にフィリッピ
γ
長官フェルナ
ンド・デ・シルバ(司
032
丘含
ω一- g )
によ
って遣わされたイス
( 2 )  
パ
ニア使節
の一行を幕
J肘が
K
併を斤さず
、
以降の来航を抑絶し
、
マニラに追い返し 彼我の交渉は、一応の終結にでる訳である
一u
一冗和二年土佐
漂丹
イ
ス 八
一ア船
について
(小野)
ニア船につ
いて
野
リ マ 〈
子
市]時の日本は、長い争乱の後、織日伝長
の
征 覇 、 尚 一
u n
秀士刊の全
悶統一を経て
、徳川氏
三
. 1
0
年に亙る政権の擁立別であった。そ
して、これらの諸為政おが軍事財政耐の広礎確立に汽って、章一悦したのが
、
ポル
トガル・
イスパニア
・
オランダ
・ イ
ギ
リスの欧州
内
国との辿交抗い仰であった
J
この内
、ポ
ル
トガ
ル は
断続的にせ
よ
約九
0
年聞に瓦って、カピタン・モiルの制によって、ある程度
定則的な貿易が行われ
、
又
、
オラ
ンダ
・ イ
ギリスは平戸に商加を
設置して、ポルトガルを凌ぐ勢力を持つに到っている。
しかし、イス
パ
ニアについては、その貿易の方
法に
、
つ ま り 松 山
にキリスト教を随伴した杭民政策を押し進めるような態度も見えて、日本の為政者の感情を刺激 、加えて貿易自体も、フ
ィ
リ
ッ
ピソとノパ・イ パニア聞での対立や オランダ・イギリスの圧迫などによって、一応双方で協定が結ばれ も、それに相応する辿肉を行うことが附難であったことなどが
、
第一に貿易の
利を
求
める日本
の為政訴に好印象を与えない原因となった
Q
そして
、
そ
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第二十庁
れらのために、イスハ一二，
J
刈
j、 い の ・
1
杭弓状態:、州一円
J V
， バ 川 一 二 カ
悶に比べてはっきり
L
ないぷが多いよ行に巴われる一ゆ
この論文では、対イスパニア交渉の実態令一把握するため、先ず
その第一段階と
L
て、漂許イスパニア船を総括的に眺め、その中
において特に土佐困清水港に漂売した船に対して、日本側の採った処置などを具体的に追ってみたいと思うコ
二、土佐へのイスパニア漂着船
. ‘
'h
i、 、 門 凶
lゴ 一
lp
、 、 : 寸
J
一
f
，/V
卜 ， の 刈
17/1 J
イスパニア船、か日本に仰ーめて米航
L
たのぼ、
主手
度
イスパニア船漂着地
漂着した月
一五八円
。一五八七O
一五八九
O
一五九
O
。一冗九六コ一六
01
一 六
O
同
一 六
0 . K
C
一 六
O
九
O
一 六
O
九
O
二八一六
O
二ハ一六
八月i r - - -九月ぃ 、4j↑ノE l
， ノ
一 つ 月
' し
1 j
r / )  コ
jノl)しプミ)しJt
月月月月
漂
話
士也
平戸天草サシノツ薩摩片浦椛摩山川?に仇浦戸
F K l
青
k
r ' l
十ヤい
dh72
人
昨摩阿久根院と総山石和田内一九絡仇上佐清水薩摩坊の津
一 二 位 瓦
一回目
ペベ正一二年六月)で、それから川一午後、二九二ぺ年ペ
t
、 米 二
年)に国交が断絶するまでに、約一一一八笠のイス。ハ一一ア船が日本川一
( 3 )  
諸港に入津している。その来航イスパニア船全体についての一の特徴は、漂活船の多い事である。上記の去にまとめてある船は、日本を目的としたのではなく、種々の理由で己むなく日本 寄港した船である。これが、全来航数の約三割に叶たる 一隻にとっている。
その一二隻の中の九隻
( O
印の船)は、マニラとノパ・イスパ
ニア航路の船である。これば所謂、イスパニアが東洋貿易を行ったガレオン船(官ロ
g
ロ)と云われるもので、通市、一一史編成で航
( 4 )  
海する、》往路は、ノパ・イスバニアのアカプルコ港からマニラカビテ港まで、二月末頃から五月末まで約旧日をかげ、同時ば、ヵピテ港を六月二
O
日頃に出発して、随風の危険に柄きれながら、日
( 5 )  
路に倍する航程であったもので、日本に漂い前したこの航路途上船の内、七隻が帰路の船 ある。故に、これらの漂着船 入港地も薩摩五回・土佐三回・其他ヒ総・出後・平戸・天草がそれぞれ一回と、圧倒的に太平洋に面する海港が多 、文、この航路を知っていたが故に、浦賀・仙台に加地を有する家康や伊達政宗コイスバ 一アとの通交を希望し、その九に開々の取を山一らしたのでR 6 v  
ある
Q
土佐への漂着船で、従来まで判明したのは、慶長一正年のサン・
フェリベ号
( ω E F - - 3
〉と、慶長七年。エスピリ
y
ト・サント
号(同
ω立
1 Z ω ω
ロ件。〉であった。
一五九六年一
O
月一七日(慶長元年八月二六日¥油一戸時
h
に入港
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したサン・フヱリベサは、マニラからノパ・イスパニアへ灼航の途中
、 山
胤に泣
い
深 活 し ・ た
。
こ
の
船は、航荷の没収や
、
来組問只の耽
禁等の厳
しい処
置
を受け、ひいては、秀吉のキリシタン禁教令を
無視して布教活動を行っていたフランシスコ会
宣
教師等
二六
人の
( 7 )  
殉教という事態を引き起した事で、余りにも有名である。
其後、秀吉が投し、日本の主世導権が家康の手に移ると共に、対
外政策も一転し、彼は、プラ シスコ派の宣教師ヘロニモ・デ・へスス
(r g E
目。色。】
2
ロ
ω〉を通して
、フ
ィリッピソとの通交
( 8
〉
を希望する平和的な態度を示 ていた
Q
凶国の士佐は、関ケ原役で西軍に組した領
主長首
我部氏
が廃さ
れ
、
慶長五年
、山内
一畳一が高知城主として封ぜられた。そして
、
一
六
O
二
年九月ハ慶長七年八月三エスピリット・サント号が山
水港に漂着した叫この船はマニラからノパ・イスパニアへ向って僚船イエズス・マリア号
Q25
云号百)と航行中、大時化に迫
って漂流していたのである
Q
司令官のドン・ロベ・デ・ウリョア
ハ ロ
oロ 円 。 句 。 仏
o d - -
。ろは、山内氏の求めに応じて、弟のドン・
アロンソ・デ・ウリョア(口。ロ〉宮口
ω o a ω
ロ - - 。
ω )
他五人を使節
として江戸に遣わした。其後、土佐では、船の出帆を妨げる為に見張りをたて、材木を港口 投じ 又、帆柱を陸に揚げる
事
を強
要した
Q
サン・フェリベ号事件が記憶にあるイスパニア人達は危
険を感じ、港口に張られた縄を断って脱出 計り、日本人と争って、双方共に死傷者を出しながらもマニラに逃げ帰ってしまった。山内家は、陸に残されたイスパニア人等四十人程を捕えて家康の元に送ったが ブィリッピンと通商の交渉を行っていた家康
元和二年土佐
漂着
イスパニア船について(小野)
江
、
却って
山内
家の処位について北山し
、
ド ン
・アロン
ソ
・
デ
・
ウ
リ
ョ
ア等使節一行と、成されたイスハニア人を手陣く
接待して
〈9 )
マニラに送り帰した。
その際彼は
、
「慶長七年稔成合壬寅秋九月日」附けの呂宋国、
工
宛の書翰を託し
、八通の
朱印状を与え
、且つ国内に対して
来航す
るイスパニア船を優遇するようにしている。
以上のように、サン・フェリベ号は、秀吉の、所謂強硬外交の
一端を如実に示す
ものであり、後
者
、エスピリット・サント
号は
家康の対外交渉初期に起きた紛争事
件で
、こ
の時
、
彼の執った処
民は
、外国
商船優遇の幕府の態度を明確に表わしており
、こ
の 二
船は
、円
一
年間に波る対イス
パ
ニア交渉過程に重要な位医会内め
ているのである
ψ
三、元和二年度の漂着船
け
山内家の漂着船対策
わが対イスパニア交渉も陥礁に乗り上げ始めた二ハ一六年(元
和
二年
)
に
、またも、イ
ス パ
ニア船
が土佐消
水港に
漂 品 指
した
。こ
れについては
、
大日本史料
一 二
編二
八 の 元 和 一 一 一 年
一 一
月
一 二
日の
唄の綱文に
、
足ヨリ先、呂京国ノ船、土佐ノ海岸ニ漂若ス、是日、同国、書
( H U  
ヲ土佐高知城主山内忠義一一寄セテ、其扶助ヲ受ケタル好意ヲ謝ス 、
とあって、呂宋国太守〔フ
ィ
リ
ッピン長官
、フィリ
ッピソでは前
長 { 口
ドン・フ
ワ
ン・デ・シ
ルパ(
口 。 ロ し 『
Z ω
ロ色。留守
ω )
が
一
六一六
一 四
五
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第二十号
年に死去し、次の長官のドン・アロンソ・ファハルド・デ・テンザ ハ ロ
oロと。ロ
ω。明白官三。宕点目
N ω
〉が二八一八年赴任するまで
ハロ)ハ日)
の二年間は、長官不在であった。そこで『〉口伝ロ巳丘が一時、その
任に当っていたと思われる]と土佐藩主山内忠義の間で往復さ
れた書翰が載せてある。それによると、この前年、つまり元和一年に土佐に漂着した呂宋船優遇の謝礼として、ブィリッピン長汁が忠義 布吊一八疋を贈り
、
一方忠義も一一月一王
日附で返
脅し
て、船の往来を歓迎する旨を述べている。
これを手掛りとして探した結果、市知県玖閑者館に、この船に
関して往復されたカピタン
(め
ω立 片 山 口
)とゼネラル
' ( N g o s -
)
の
( M )  
インキ才一日き日筆の署名 あ 来日翰五通止を含む二三通が残っていたのを始め、共他若干の史料をも見出したので 以下、これ等の史料に来いて、この涼茄 状態 追ってみたい。
この船の
処悦・対策に
ついては
、帯主山内忠
義の実弟で幡今郡
中村に住居する山内古兵衛と 高知で近習家老を務める生駒木工とが当っており
、こ
の 二
人
の
問で交換された
一一通の忠翰があ
るョその最初は六月四日附のもので、
態以一議脚一致一一一一一一向上一候、今月二日之御羽目、岡山日之午之刻一一孝若致一詳見一候、(以下略〉
一克和二年六月四日山古兵衛
(MN
〉
生駒木工殿
とあって
、治水港へ入
津
L
た
深ホ
船に対寸る非-
一小への半終
J川氏
さ
れて
いるぜこれ
でみると
、同
に六月二
日以前に
際
午前船入、作を知ら
せる報告が山内有兵衛から刊されている筈であ し
、
前知と中村
一四六
聞の書翰は片道
二
日から五日かかっているので、この船は少くと
も五月の末には、土佐清水港に入津していたのであろう。
潔午前船に対して古兵衛
配下の者述は、慶長七年の船
のようなや
いを生じないように種々対策を練って、船の出帆を妨げている
》
例えば、先の六 四日附の山内吉兵衛から生駒木工への報告に、
(虫クイ)
一消水唐船之儀たらし候へと被こ仰下一候、此
一儀
一三浦介左衛門
桜木左太夫申付、かち帆柱上申様-一と種々才覚仕候へ共、防人中々合黙不レ仕候、
一 唐
人之水
対
木其外食物之儀、
一
日切ニ遺候様と被一一仰下一供、
此 中 ，
Z
左様 -一中付供、
(中略)
一賠仁舟無理一一即日中候而可レ然
L L
思ひ候科、其一冗人。間舟数々被一一
仰什一、其上出水近所材木守一似せ、山山口を右之材木ニ石を付し
(虫クイ)
つ
め被レ成候か、又ハ釣舟なと五百般千そう口石を入しつめ候
か 、 外
- 一 ハ 才
党も能成間放由、愛許に
而談合仕御
事-
一 御
座候
、
とあって
、舵や帆柱は
院に揚げさせ
、
支給する水
・
祈
・食物
など
は一円分ずつ与える叫そして
、
清
水近在から集めた材木に石今一付
けて沈め、釣舟に石を積んで沈めたりして、港口を閉鎖しようとして苦心惨憎している
ο
一方、そのような日本側の態度が、前回のようにイスパニア人
に対して警戒の念を抱かせないように
、 船
奉
行二
人からの
書翰に
、
近川小ト一供、比中の子日ハ
、心なとを忘'摩守助左衛門御代官問
，r
仮 二 小 什 一
、山
人 北
ハ
一
段お訂以泊
、
我 等 小 池
巾間供二段肝契-一御・
い
(口)
lへ:
、
私 山
V
トト
め
I」
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と、食川にんじ
e ' V }
与えていると認めてあり
、
ス
、
六月一
一 一
日に育児ハ
街が生駒木工に報伝した書
翰
に
、
(マ
マ
)
‘今朝以
-
1飛脚
一申上候
、
般法
口
ふさぎ申様子ハ
、
其御主計次杭
吋 二 巾
付 一
供
、
則黒船主かびたん
中村
へ遊
山
ニ参度与巾候之
条
、召述参候、
此七
二
て候
二、又浜口切
寒中
儀者いか
L
御内
川
レ有候次、自
然
阿付
無
理 - 一
同能川侠ハ何主
被
一 両 付 一
ヘ く
候 此 、
い 心 々 様 子 ィ
川〆位一両下一帳
、
.とかくニたらし
、
かびたん中村ニ相関
、
其
上
其地へ参院様一一
(刊
日
)
一り
ν什と山本レ存除
、友様仕内-一ハ江戸
J
御左右可レ布存候
、
と
あって
、
カピタンを中村まで
、
遊
山
と体して述れて行き
、
そこ
に閉め附いて江一円からの沙汰を待たせたらどうかと一
一はっている。
カピタンが
日な
ければ
、
急に山帆
するこし
しも無いであろうとの
配
唐であ
る)
上仇の
人々
は
、
船、が脱川するのな非
常
に恐れており
、
中村在の
古兵衛から一口州知の生駒木工への返れ川に
(山川
)
. 山 川 仁 山 川 之 儀
、
其 リ 叩
川
へ御ひかセ可レ被
ν成快山御尤キレれ候、
乙 、 一 ぅ
、
減 .
卜
こ正い怖.い灼まで船を制寸ような立はもあり
、
尖際
4
1j
-
l'
1(
d j
: 
に七月一
一
日
には
、
(現下資紅
d
山 川 船 の
儀、下ノ加
や迄
引什
供
向、昨日先
川
一中入供
、
併俄
一
泊
上
ニ風吹川候而
綱手之
引
舟も浦
々へさし
入供
、
前船も先
以、木
ハmu
之治水浦
へ
一氏候向巾越候
、
と
、
下武江港まで船
J d
引
いて行
ったの
だが
、
大風
のた
めに山水ヘ
以って来ている
Q
潔斎した外悶船を
一い約まで組航した例は
、
これより先薩長一
一 冗
和
二年土佐漂新
イ
スバニア船につ
い
て〈
小
野
V
三年(一六
O
七年)に幡多郎
小
間日浦に庶船が漂訴した時
、
炭 い し
K
十六丁米年六月比
u
日凶刈
、幡多郡小間日浦へ府船
一
一 隈 流 守
、
(J中時
， )川一右ノ船刊川
J
へ御引得ノ雄
一円 - 一 テ
、
彼津采
山
処
、
栴仁志
、
七月七
H
出水浦
へ
摂 日 氏
、
其後同凡ノ末浦戸
へ御
引寄被レ成
、元 ハ
先年烈船幡多
郡市水油へ
入津
、
需人被
- 品 川
寵
一処、人
質ヲ拾筒
、
(幻)
ぃ伏ヌケ
ニ川船仕故、為一一
御
用心一此
度如
レ 此 也 、
とあって
、
一度は失
敗
し
、
再度浦戸まで船
を引いて
いったが
、
そ
れは
、
慶長七年度のエスピリット
・
サント号の
二
の訴にならない
川心のためであると
一 一 一 一引 っ
ている
。浦戸は
、高知に最も近
い
港なので
山内家が監祝するには段通
の
港湾
であった。
故に
、
一万和二年のイ
スハニア船も前記のよろに
、
浦戸への廻航を試みたのだが
、
一 度
火敗してからは
、イス
バニア人の間に別に
疑わしい
様子も無いの
-|
J
(
幻)
で
牟取り
止
めにな
っている。
い 八 月 ・ 一
日
立
、
カ
ピタン
は
中村
の
山内
古兵
衛の在
所に挨拶に行つ
白
(
お)
て川
・
仁 川 一
日
一 川 一
閃して米た匂これに対して七日には
、
庁兵衛
円
身
が
( M C  
上肢物唱すい携えて治水へ赴い
た。その際
彼は
、
一
船般財、無
ν 之
内
、
古兵衛様御見物
-一消水へ御越被レ進
、
黒船
へ
御
乗被レ成
、船
より御下り之節
、
川 人 北 ハ
御
祝儀-一石火矢を放
可 レ
中山
巾候ヘ
ハ 、
山只衛様御芯被ν成候
ハ 、
川へ御
上リ
以後
政候へと
被一両什一、科
L '
一同へ御
上り
、浜
ヘモ髭を
御飲
せ、御
休
J
(お
)
息被レ遊節石
火矢放申
候
、
と
、
船に
上
って見
物
し
、
一除に壬藍や
一 ト抜かせて
、
イス
向山 一
一
ア船の放
っ祝砲を楽しんだ
ν
以上
、
見てきたように
、
こ
の
際茄船に対する処遇には
、
山知の
一四七
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次 い
- J h l t J
ιハ'uy--r
ソ
心不老生駒木工と連絡をとりながら、山内古兵衛が諸事万端に携わっている。これは、彼が清水港に近い中村に居住しているからというだけではなく、白兵衛は白分の経験を
(上総悶岩和田)
一攻等在江戸之時分
、下総之悶瓦
掩へ出船得
、打わり申供、川
注進市上候処ニ公方様より御奉行限
一被一拘付二荷物少も注
候ハぬゃうニ被レ成、主一一被レ泣供、共上江一戸一一御座候庶船御只
( 部 〉
糠迄被
ν遺二入御懇一
一而催品、次年頓而御礼-一参巾候、
と生駒木工に宛て記しているよう
に
、慶長一同年(一六
O
九年
)、
上総国岩和田に漂新
し
た
、前フ
ィ
リッピン臨時長押ドン・ロドリ
( 幻
)
ゴ・デ・ピベロ(口。口問。
a z m
。 仏
0 5 2 3 M 1
〈
σ E R
。)の采船サ
( ∞ ぬ
)
ン・フランシスコサ
3 2 p g
巳
2 0
)
が家
康に厚遇された事、
町中川年符礼使
〔 ノ
パ
・イス
パニアから遣わされたセパスティアン
・
(却)
ピスカイノ
( ω o g ω t S 5 N 2 5 0
)〕
がやって米ている官学を彼ば
よく知っていたからであろう。それに加えて
、山内
家には慶長七
年度のエスピリット・サ トザの古い経験もあるの
で
、い山兵衛ば
生駒木.上自に、
自然、情人共腹立健一一社候而ハ、いか保之儀も可レト竹一一御内一候
( 初
)
改と、先々たらし巾駄ニ御陀候、
と
4心して、恨汀イスパニア人の機嫌な畑
山 ね な
いように
気をつけて
いる。六月一九日に、一日川知の山内忠義品川凡のために油.ハまで川向いたカピ
タ
ンの待遇についても、
乍レ恐
一 一 一 川
卜一仕候、川船かびたん御
H
見-一参上小供、
e M
野久主衛
門、樋口問太夫仔述供 状等之小性占人指添進上中校、万事様子
、 け
パニ何人可レ被一
hk
一 供
、
一小 レ 比 一
一小ト一-ご悦へとも、随分御
一
同八
へ訂
)
懇ニ可レ被レ成候、
と
言
って、くどい花、生駒木工先
に指示
している
コ
以上、漂汗イ
ス パ
ニア人に対して、幕府
の
指示を侍ちな
が
ら
、
神経を使っている山内家の対策と待遇の状態を追ってきた
が
、次
節では、そのイスパニア船の性情や束純比
の
-取扱い、川航までの
経過などを見てみたい
Q
同
漂着船乗組員の取扱い
一五和二年正月末に、上
院 内
川水港
に
入沖した漂行船
ば
、岐
川 似
L
た
筒所を修理するために
、
一昨日、府人共巾候ハ、舟之作事之用意仕度供問、巾之的ニ小
(虫タイ)
やかげをかけ候てくれ候へ、奉公人共
ゴ
ケ慌巾 '皮と小族、乍一一
(詑
)
行け兵衛様被レ成
一一御陀一儀ニ候条、何段一
一も応一翻意一可レ巾供、
と、六月六日、行兵衛に小屋を注て、ギ公人(修朗人か)を年つ引を似い山て河川さ
れ
ている
J
しかし、じけ
の
中旬に
なると
・}の地
H -
市 は 、
態以-
一飛 脚 一 山 ' ' い し 峡 、 昨 日 約 川 日 『 ノ 」 大 風
-L
ヘ ル 小 ニ 安
冷川之様子、川家
(
刊叫)
・川地いた
ミ中候
、 兆 一
昨 日 い か い ふ 御 一 附 候 故
、無
一 一 御 心
一厄 一 い や レ ト 行 供 、
と
いう
以に
け ん
舛われ
、
又
、八月
一 一
‘ 日 の わ 内 翰
に
、
態 以 一 石 川 脚 一 致 一
一J -H K
一供、比中打続切々大木・ドヘ
風吹巾
、 一
安打之
(
叫岬
〕
保子御推世ん
/ ~ 外 一 一
御内帳
とあ
る
よう
に
、
辿けの大出
で
、
山川水池に似舶していたイスパ
-一 ア
船 は 、
( お )
凶而、治水川口…船、細き
れ
巾候て、家之前へ吹ヒ巾
よ
しニ御咋供、
作共十人む
於 レ
E l k -
巾 付 行 一 阪 、
ι
隊 一
一御 一 町 候
ヘ
ハ 叩 一 … 船 も 、 先 日
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( お )
之
M m
ニ打己り
、
役-一立ボレ中供之条、得之利御伽…川かとト
レい 小 レ 存 候 、
とあって
、船
の 櫨 ' 酬 が
切れて海作
に打ち上がって
しまい、北
ハ 後 も
就いた胤で
、
とうと号船が破壊して役に立たなくなってしまっ
た
Q
そのた
め、彼等
が脱
出する危険もなくなったの
で
、
見桜りの
一O
人の行も日以
H十、必要で
はな
くなっている
ω
政壊した
船は、港で
解体し
、
部品の
訂・錨
などを売り捌いて
い
(幻
)
る
ο
その仙段について
、イ
ス バ ニ
ア人側の
一日い仰はわからない
が
、山内
米側では
、
その方面にぶしい
町人を通じ
て交渉し
、
川 山一r u後
・
μ対 的
、
米てはルソンでの相場を持ち出していて
、
双方の折り〈
n
(犯 )
い
が
中々つかずもめている
。
この.取引きの時と一緒に
、山内忠
義は赤
・ 引
・ 引 ・
山の
μ
の羽
(
m m
) 
六牧之
、イス八-一ア入所
有の「むら
さきか
っは」「せりけた一
(判)
つ之うふ
く」等を飢
段に構わず引
い上げている
。
この漂着
船の積荷
に関して
、九月一円けに織田丹
後守が山内忠
義に認めた内翰には
、
川 一 船 -
一珍政道共も御此候かと被
-一 忠 利
一候へハ
、
銀子
川千
貫計ニ
( れ
)
て
、
ょの
物者なにも無ご御政一供、
とあって
、
めずらしい品物は何もなく
、円
千貫の銀子を航んでい
ただけである
と記してい
る
υ
そして
、六月七日、見張
りの家来一一
名の報
告には、
(必
)
今
日まてハ、弥
あきなひ物少もいた
し巾駄ハ
無
一 一 御
- M比
一 候 、
とあ
る。又、六月
二冗日には
、
御分国幡多郡
山 川
水
表 へ
小烈船流寄中候曲
家 レ
仰桜、御紙面之
泊
述
- 一上同
一候処
、何
方へ参候共
、
又 其 一 行
- 一 市
商売仕候共
、
彼船主
一克和二年土佐漂着イスバニア船につ
いて
(小野
)
I
Z
比 一
l J
却 、 じ
-H
レ お ー
レ
ー に
一1T{d
次節ニ御かまいなされましき之行上立候問
、
(
円相
)
何
一候
、
と
、
老中
卜
井大炊山利勝
・
安 藤 対 応 守 市 一 一 一 川
・
川井時休業以忠叶
一
・ 本
多上野介正純の門人述名の山本
hド一 い に よ っ て
、
し一向売を訂されたにも拘
らず
、
これ以後のがハ
翰には、
大きな以引を行った総子は斑えた
hLV 
通常
、ノ
パ
・イスハニア
からプ
2
リ
ッ ピ
ンへ向う船は、メキシ
コで山
川
した銀をもって一、ニラに運び
、
その地で仕入れたアジア
の諸物陀を
ノ
パ
・ イ
スハニア及び本間で売り捌くのであるから
、
ア カ
プルコ令
川航する船は、
ほとんど新荷(交
い仰川
)は有さな
い。此に
、
この漂者船も
、
その類の船ではないだろうか
。
さて
、乗
船の破壊
してし
まったイス
λ
ニ ア
人たちは、日向
まで
(
HH
)(
日目
)
船で、そこから陸路長崎へ行き、フ
ィ
リヅピンへ向うことになっ
た。八月一間日に
、一行は、
藩主
山内忠
義から八般
、忠
義の実父
(MW) 
で
中村側
主の
山内
修即
一から記りない分の船を遣わされ
、
八 八 一
.一.一
日には、
JA
ト い
l
-
御羽頂戴仕候
、
然 者 御 ' 川 川 早 々 に 被 一
一仰下
一候
、宗次等不レ可レ過レ之
校、愛川も近日仕舞候て川船吋
レ仕左半レ存候、万事難コ御礼中
日 九
一 候 、 恐 悦 謹 一 一 日 、
， 、、
ItJ ' h l
・. . .  
F l s  
バ/F
JI -
-ご
i
戸
で
，ム
‘
. '
い に . 卜
ehx
i
介
し
U4
11
刊
一'b h ι r
一、
引制
川
び
Iv 
z計1' 1
(
円引
)
と
L
て
、山
花の準備万山を抗日えた。そして
、
九月五
日に
なって
、
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( 必 )
イスパニア人は日向へ出航したが、これより先九月一日に吉兵衛は生駒木工に
(ママ〉
巾蛮人日和次第出舟仕様-一一政候、従-一江戸五一船われ・巾御注進之隊、左右御座候而出舟被-拘付一候哉、無 一心一五一奉レ存候、御分別之前中上義、近比慮外千万一一御座 へ共、従- 江戸 何主醇拘山一候ハん哉、船出候て跡にてハ罷成中間放 後日 大
(同仰〉
事之儀-一候条 御一左右御待被レ成候て可レ然と奉レ存候、
と問い札し、イスバニア人たちは近日中に出船するが、今一度、幕府の意向を何った方が良いのではないか。出航してしまってからではどうしようもなくなってしまうと心配している
3
一 方
、長崎に到
4かしたイスパニア人一行は「大黒船」
に
使来し
てブィリッピンへ向っている。この「大黒船」 、山航間際にカピ
タ
ンが山内忠義へ宛てた謝礼のが一日翰に
将亦末大限一一舟山，品川不レ仕 条、山廿々満足仕供、即今明日之内ニ川
(印)
舟可レ仕候之条、百一御心易一候、
とあり、この「大黒船」は、イギリスの平一戸商館長リチ・ヤード・コックス
( E n y m w
吋 色 白 。 の
} a )
の日記に『の
g m w
け
ω同 福 岡
M Z F ω
町 一 司 同 と が
薩摩に漂汗して 長崎に廻航されていた ある船と同じであろ(日)。
〉円ノ
この「大黒船」に対して、上佐に漂品ぃ一泊した船ば、本多上野介が
山内忠義へ宛てた怠翰に
(
位)
汽札致
-Z
拝見一候、仰御似分幡多郡治水浦へ小
m一 … 船 一 腰 流 促 川 巾 候
とあって「小黒船」として医別されている。
このように「大黒船
」
と
「小黒船一と対照されていることを考
一 五
O
えてみると、当然ノパ・イスパニアとフィリッピンを結ぶガレオン貿易の船団ではなかったかと思われる。ガレオン船の編成は、ゼネラル〈総司令官
N 3 0 E
るの肱般
2Z
関与一℃)と、アルミラ
ンテ(般隊長行己吉町民ロ件。)又はカピタン(隊長
g
立
g
と
の釆
(臼)
船の二隻からなっ い ので、この同船もそれに汁 のではないかと忠われる
Q
これについて、「大黒船」の方の漂汗月・日，門江
戸に日た
リチ
ャ
l
ド・コックスは
一O
月
二 一
日(元和
二年
九月六
日)にその船の伝聞を記している〕は、 っきりしない
が
、こ
の
大爪船はフノリッピンから米たも で なく ノパ・イスパニア
(臼)
からフィリッピンに向っていた事はが実であるし、
χ
、六月
二 一
円、古兵衛から生駒木工への書翰
に
、
一今一般奥-一黒船相見え候よし、萩久左衛門巾
k
己 川 、 九 一 一 御 誌
( 回 ゾ
旧
K存候、随分御懇候へと浦々へ可一一中付一候、
と認められている
Q
このもう一般の黒船について、他の汚翰には
記されていないが この船が、七佐の沖から薩'摩まで漂流して行っ
たとも考えられるので、この
「大
黒
船」は土佐
漂清の「小川
船」の本船であったとしても良いのではないだろうか。
(時)
そして、出航間近い九月二五日にカピタンは「めりやす一一一足・
( m
む
くつ二足・たばこ二
O
斤」止を御礼として山内忠義に哨り、大叫ん
一 船
の指揮官も「たばこ五
O
斤」を贈って、
迫而巾上候、此前者御国江烈舟入中候事、きっかい仕候へ共、比中之御馳走蒙候而満足不レ被レ過レ之供 以来之儀も
- r小 一 雨 仔 一
(四川〉
一 側 二 十 本 レ 勝 、 供 、 此
、通るそんにてく
ハ
しく物かたり司レ中供、
と 一
β
っ て
礼を述べ、川品、
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( m m )  
九二御礼一御行い一川巾皮供へとも、かならず、るそん，
h o
可 一
一巾 仁 一 段 、
(
印)
と
、
一 ザ ハ 年 の 謝
礼状を約束し
てい
る
J
この大黒船は、アンドレス・デ・アルカラス
(〉ロ仏円。ω号と
1
2 2 N )
の報告によると、この当時、オランダ艦隊によって封鎖
されていたマニラの窮状を救い、討伐舵隊を組織するのに役立った八
O
万ベソの銀をもたらしたという
Q
そして、指揮官のドン・
フランシスコ・ブラボ・デ・ラ・七ルナ
(NO
ロ 己 防 吋 ロ 。 ロ 司 吋 何 回 ロ 巳
ω
の こ
- w g
〈。号
- m m 2 5 J
は、日本
の支
配者によって厚遇され、妃汗
r m )  
状をも得たと伝えている
d
そしてこの船を、土佐の漂来イスハニ
ア人を乗せてマニラに向った大黒船と断定したのは 指揮官の名が「大黒
船のぜねらる
」の事名に合致するからである。七佐の「
小
川船のかびたん」の署名は司
2
ロ 何 百 円 四 c w - h m w 〈 巳 古 と あ る が 、 こ
(印刷〕
れに照合ずる史料は見つからなかった。
きて、この大黒船がマニラに持ち帰った八
O
万ベソの銀である
(臼)
が
、これは日本銀に換算すると約
三
、
10
0
貰である
ο
士佐漂苅
船の積んでいた銀
が目
、
000
貰であるから、八
O
万ベソの銀ば
小黒 もの はないだろうか。そ
の銀
は 、
一 度
は山内家の
奉行
(制)
(邸)
合通じて、進上という形で取りとげられているが、反されてマニラに持ってゆく事が き のではないだろうか。
又、先の報告にある免許状(句作吋
B 2 ω
古口)とは朱印状の十字であ
ろう。そして、この朱印状を得 は土佐の漂着船の方であろう。というのは、土佐の船よりずっ 遅れて薩摩に漂着し、後長崎へ廻航された大黒船が、江
戸まで
使節を派遣するのは無理ではなか
ったか。こ に対して、小黒船のイスパニア人に対して法、六月
元和二年土佐漂着イスパニア船について(小野)
(前)
一川けには江戸へ使将を派遣するようにとの下知があり、使節の一行には
、
「『 に 仇 悶 詐 計 一 川 研 一 従
‘ 一
心
一 一抑米中竹山
叩 け つ
ん 巻 一
一
心 …
1
小 路
利
右衛門元成という慌の項に、
一元和二年清水浦へ黒船漂若いたし、依レ之呉国人江戸表へ被一一
差立三一付、右御用一巻引宰メ相勤候様-一被一一仰付二異国人召述レ罷登於-花一円一公辺御用向を初、万事之首尾残処なく間勤
ハ
MW)
メ 候 、
とあるよ今に
、 一
九藤
利七奇
門一という者が附添っ
て
一切を取り
L
ぎ
っている
a
又
、リチャ
l
ド ・
コ
ッ
クスの日記
、
二八一六年八月一一
七日
( 一
五 和
二年七月一川日)の頃に
、彼
が将軍謁見のために江戸
に到着
した円、イスパニアの
パ
イロット〈水先案内人
)二名が彼
(
曲四)
の宿合を訪
問して来たと花め
ている。この頃
、江戸に居るイス
バ
一一ア人には、二八一一九年末にアカプルコから政宗の船に便乗し
て
きた使節の一行も考えられ が、彼等は、家庭・秀忠への一謁見もかなわず、こ 年六一六一六年九月三
O
日
U
マカプルコに出航す
るまで、監視されていた状態であったので、コックスを訪れたりはしない
であろう。この二
人
の パ
イロ
ッ
トは、土佐
漂着船からの
使節では だろうか。江
戸から上
府の沙汰のあったの
が六月一
回日であり、数日で使節が出発し としても、七 一四日まで
二
ι
・六日の日数がある
Q
土佐から江戸への旅は、普通浦一戸湾か巾
浦から船で大坂へ行き、陸路江戸べと向うのだが、約二
O
目前
後かかった
Lししても、七月一四日には江戸に居て当然である。既
に、六月二六日には、本多上野介を通じて将軍へ注進され い( 刊 》る。多分この 人のパイロットは この時将軍謁見も済ま
一 五
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たのであろうから、先の免許状(朱印状)を交付された、としてもおかしくはないであろう。
以上、見てきた限りでは、この土佐漂着船は、幕府と山内家に
感謝して、無事マニラに向ったようである
Q
しかし、元和二年
(一六一六年)は、四月に大御所家康が死去の後、三代将軍秀忠のもとに、キリシタン禁制が益々強化され、八月八日には、
追而唐船之儀者、何方北川候とも船主次第商買可レ社之己口被二仰出一候、以上、
急度中入候
、仰而伴
天連門徒之儀時御停止之官
、先
年相関様
被一仰川-一之上者 弥被レ存-一其有一中略 猶又
m m h
船いきりす'川
之儀者、右之宗駄候之問、烹一泊仰侃分一、着岸候共 長崎・平戸へ被レ遣、於一福知内一売山口
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レ仕様 -一可レ被 -吊付一候、此己日依一一上
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芯
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斯供
、恐々
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、
と
いう、支那以外の諸外国船は、民い
仰と入港
地に
制限を加える行
の
ム日命を奉じた
書
翰も附されている
】この水害の影響は九月一
日
間のカピタンの
書翰に
、
追而申上候、加様-一外聞ちしない申 事御座有閑敷かと半レ存
(刊
凶
」
候、是非とも以来之儀奉レ頼候
と抗
議を申
し込んでおり、このような
事があ
るとこれから先の船
の派遣は難かしいと言っている
u
なお、松田毅一先生の「キリシタン研究・阿国一制」には、寛永
元年にキリシタンの処刑があ たが、そのバIドレたちは、
一五 和
一一 六月明
、
フ
ィ
リヴピンから航行中山水浴に深粁し
て慌黙され
( 刀 )
て
いた者
である、との
、山内
す へ 汗 の 一 叫 ん れ が 岐 せ
で
あ
る。こ
の似史料
五:
に、直接当って確かめることが出来なかったが、本稿で論じた元和二年五月末、消水港に漂着したイスパニア船は、ノパ・イスパニアからフ
f
リッピン
に
向う
途中漂着したもので
、前述
のように
関係文書は、六月四日を初見として、つぎつぎと発せられて、フ
f
リッピγから航行した船に関するものではないようである。そ
れでは
、ほとんど同じ
頃に二隻のイスパ
ニア船
が消水港に漂着し
たことになるが、これは
AK
く別の船を指したものか、あるいは、
実は同一船 関する誤聞かと思われる
が
、これについては、今後
さらに検討しなければならない。
いづれにしても、山内家としては、慶長七年の
「
エスピリット
・サント号」で幕府から消去された苦 経験と 同一四年の「サン・フラ シスコ号」に対ずる幕府の対過を考えて 元和二 五ハ末の漂蔚船を大いに好調一した、か、これも表間上の事であったのだろう
υ
すでに
、キリ
シタン禁
制・貿易制限へと向う幕府の体制
は変るべくもなく、あるいは、この漂治船も何ら の影響を及ぼしているのではないだろうか
G
四、お
わ
り
私は、本論文には、近世初頭凶一年間に渡る対イスパニア交渉
史 上 、
三
隻のイスバニア漂芦船を迎えた土佐藩の対策を取り上げ
特に、史料紹介も兼ねて元和二年度のイスパニア船 ついて述べてきた。
一 斗
叶い初出、日本は欧州川岡
本 と い 仏
L
、
その文化守輸入し
、
その
比 物 を い 父 い 仰
L
た
Lその中にあってイスハニアは、フ
J
リ
ッ ピ
ン荷山
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という地理的優位を持って対日れい仰の発肢を則したが、それに作うキリスト教の布教・航民政策の政に、
H
本の為政者に受け入れ
られず、遂には、日本
の二バ
O
年に波る鎖国とい
う
特殊な状態を
引き起す嬰悶と
なって
いる。現在私は、こ
のような対
イスパ
ニ ア
との交渉をより具体的
に
把握するために、船の米航状態を調べて
いる
。本稿
はそ
の中の漂長船に限ったが
、それだけでも、ここに
揚
げた史料
の
他に、種々
の
史料、特に外国側の一史料
が
あると忠わ
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G
しかしこういう‘研究に、最も必要とされる語学力不備のため
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が残念であ
る 。
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、記く謝意
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した
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。
また
、
全てにわたって御世話をお掛けした指導教は以内科生成一先生に原く御礼
を申し上げる
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